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　第１回臨時会は４月27日に開かれ、専決処分の条例改正４件を承認、
契約締結１件を可決しました。
　６月定例会は今回で５回目となる「さくらんぼ議会」として、５月
29日から６月14日までの17日間の会期で開かれ、人事案件１件に同意、
補正予算１件・条例関係４件(制定１件、一部改正３件)・市道路線認
定１件、協定締結１件を可決しました。また、請願３件が採択され、
それに伴う意見書の議会案を可決し、国の機関に送付しました。

報

告

◎�

平
成
29
年
度
寒
河
江
市
立
病

院
事
業
会
計
に
お
け
る
地
方

公
営
企
業
法
第
24
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
る
必
要
な
経
費

へ
の
使
用
に
つ
い
て

報
告
に
対
す
る
質
疑

議
員　
収
入
の
外
来
収
益
が
１

３
５
１
万
７
千
円
増
加
し
た
が
、

こ
の
収
入
に
対
す
る
支
出
も
同

額
を
計
上
し
た
の
か
。

答
弁　
予
算
の
収
支
均
衡
の
原

則
に
よ
り
、
材
料
費
と
し
て
同

額
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　
平
成
29
年
度
の
予
算
で

は
、
１
日
当
た
り
の
外
来
患
者

数
を
２
０
０
人
と
し
て
い
る
が
、

実
際
何
人
増
え
た
の
か
。

答
弁　
診
療
科
ご
と
に
医
師
数

や
診
療
日
数
が
違
い
ま
す
の
で

一
概
に
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

内
科
は
約
千
人
、
整
形
外
科
は

約
１
６
０
０
人
、
眼
科
は
約
１

０
０
人
伸
び
、
ま
た
、
皮
膚
科

は
横
ば
い
、
外
科
は
医
師
の
減

少
で
約
４
０
０
人
の
減
と
な
り
、

１
日
当
た
り
で
は
２
０
３
・
３

人
で
し
た
。
な
お
、
平
成
28
年

度
は
、
１
９
４
・
７
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

第　
１　
回　
臨　
時　
会

第　
２　
回　
定　
例　
会

条
例
関
係

寒
河
江
市
先
端
設
備
等
導
入
促

進
基
本
計
画
に
基
づ
く
固
定
資

産
税
課
税
標
準
の
特
例
措
置
に

関
す
る
条
例
の
制
定

議
員
　
今
回
の
特
例
措
置
と
、

こ
れ
ま
で
の
低
工
法
等
の
優
遇

措
置
と
重
複
す
る
部
分
は
あ
る

の
か
。

答
弁　
低
工
法
、
農
工
法
に
よ

る
固
定
資
産
税
課
税
免
除
条
例

の
適
用
期
限
は
、
平
成
21
年
12

月
31
日
で
終
了
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
内
容
を
引
き
継
ぐ
形

で
企
業
立
地
等
の
促
進
に
関
す

る
固
定
資
産
税
課
税
免
除
条
例

が
平
成
22
年
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
特
例
措
置
も
産
業

の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
と
い

う
目
的
は
同
じ
で
す
が
、
対
象

と
な
る
業
種
、
設
備
の
要
件
等

に
違
い
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と

違
い
、
規
模
の
小
さ
い
企
業
等

の
設
備
投
資
で
も
対
象
と
な
る

た
め
、
幅
広
く
税
制
の
優
遇
措

置
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
課
税
免
除
に
よ
る
減
収

額
は
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
減
収
額
は
い
く

ら
な
の
か
。

答
弁　
特
例
措
置
の
適
用
期
間

は
、
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
36

年
度
ま
で
の
６
年
間
と
な
り
、

１
８
０
０
万
円
程
度
の
減
収
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
の

減
収
額
の
75
％
分
は
、
普
通
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

市
道
路
線
の
認
定
関
係

議
員　
塩
水
３
号
線
で
宅
地
に

近
い
方
の
一
部
を
緑
色
に
塗
り

歩
道
と
し
て
い
る
。
次
回
の
道

 第１回臨時会・第２回定例会（６月定例会「さくらんぼ議会」）

同

意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

逸
見
千
鶴
さ
ん
（
高
屋
）

報

告

◎�

平
成
29
年
度
寒
河
江
市
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

◎�

平
成
29
年
度
寒
河
江
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
等
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路
整
備
を
行
う
際
も
同
じ
よ
う

な
形
に
す
る
と
な
る
と
限
定
さ

れ
る
所
が
出
て
く
る
と
思
う
が
、

問
題
は
な
い
の
か
。

答
弁　
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
道
路
の
路
側
帯
を
緑
色
に

着
色
す
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
、

歩
行
者
の
安
全
を
優
先
す
る
と

い
う
考
え
か
ら
行
っ
た
も
の
で
、

次
の
整
備
の
際
に
は
、
整
備
を

行
う
業
者
と
事
前
相
談
や
十
分

な
打
ち
合
わ
せ
等
を
し
な
が
ら
、

指
導
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
関
係

寒
河
江
マ
ザ
ー
ズ
支
援
拠
点
整

備
事
業

議
員　
駐
車
場
の
無
散
水
融
雪

設
備
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
か
。

答
弁　
駐
車
場
に
山
砂
利
等
を

敷
き
、
そ
の
上
に
整
備
す
る
路

盤
の
中
に
地
下
水
を
巡
ら
す
パ

イ
プ
を
設
置
し
融
雪
す
る
仕
組

み
で
す
。

議
員　
駐
車
場
の
除
雪
は
除
雪

車
を
利
用
せ
ず
に
、
無
散
水
融

雪
設
備
の
み
で
行
う
の
か
。

答
弁　
除
雪
車
の
使
用
は
想
定

し
て
お
ら
ず
、
無
散
水
融
雪
設

備
で
溶
け
る
設
計
と
な
っ
て
い

ま
す
。

教
育
研
究
推
進
事
業

議
員　
探
究
型
学
習
推
進
校
と

し
て
選
ば
れ
た
、
寒
河
江
小
学

校
が
実
施
す
る
取
り
組
み
の
具

体
的
な
内
容
は
。

答
弁　
他
校
の
モ
デ
ル
と
な
る

も
の
と
し
て
、
寒
河
江
小
学
校

で
は
今
年
度
か
ら
県
か
ら
教
育

マ
イ
ス
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
下
に
校
内
マ
イ

ス
タ
ー
を
配
置
し
、
授
業
改
善

の
た
め
の
研
究
を
各
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
行
う
な
ど
、
先
生
方

の
研
究
の
練
り
合
い
を
高
め
る

シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

議
員　
探
究
型
学
習
を
実
施
す

る
学
校
を
今
後
増
や
す
考
え
は

あ
る
の
か
。

答
弁　
県
と
し
て
は
、
全
て
の

学
校
に
探
究
型
学
習
を
実
施
し

て
も
ら
う
こ
と
が
最
終
目
標
で

あ
り
、
県
内
８
地
区
の
小
中
学

校
各
１
校
ず
つ
を
推
進
校
に
指

定
す
る
こ
と
で
、
地
区
内
へ
の

波
及
を
考
え
て
い
ま
す
。

請
願
関
係

核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政
府

の
署
名
と
批
准
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

議
員　
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
り
、
率
先
し
て
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
日
本
に
与
え
ら
れ
た
使
命
だ

と
思
う
。
国
連
で
採
択
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
も
批
准

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。

議
員　
本
市
は
平
和
都
市
宣
言

を
し
、
平
和
へ
の
態
度
を
表
明

し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、

核
兵
器
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い

も
の
だ
と
し
て
、
こ
の
請
願
書

を
ぜ
ひ
採
択
す
べ
き
と
考
え
る
。

政
府
に
対
し
て｢

森
友
学
園｣

、

｢

加
計
学
園｣

疑
惑
の
速
や
か
な

真
相
究
明
と
国
民
に
対
す
る
説

明
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

議
員　
請
願
趣
旨
の
初
め
に
書

か
れ
て
い
る
と
お
り
、
真
相
究

明
と
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任

が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

世
論
調
査
で
相
当
出
て
い
る
よ

う
だ
。
本
当
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
部
分
を
き
っ
ち
り
調
べ
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
の
表
れ
な

の
で
、
こ
の
請
願
は
願
意
妥
当

だ
と
思
う
。

議
員　
世
論
調
査
の
結
果
か
ら

も
、
森
友
・
加
計
問
題
と
い
う

の
は
誰
し
も
が
納
得
で
き
な
い

こ
と
だ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
る
。

本
人
の
証
人
喚
問
な
ど
を
行
う

中
で
、
自
ら
が
明
ら
か
に
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
本
当
の
姿

だ
と
思
う
し
、
ま
し
て
や
、
関

係
省
庁
の
記
録
が
直
さ
れ
て
、

そ
れ
を
国
会
に
提
出
す
る
と
い

う
こ
と
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と

で
あ
る
。
地
方
議
会
か
ら
こ
う

し
た
意
見
を
あ
げ
て
い
く
の
は
、

正
に
願
意
妥
当
だ
と
思
う
。

議
員　
真
相
究
明
は
必
要
だ
と

思
う
が
、
こ
の
請
願
書
が
提
出

さ
れ
て
か
ら
今
も
国
会
で
い
ろ

い
ろ
と
議
論
さ
れ
て
い
る
。
現

状
を
見
定
め
な
が
ら
必
要
な
時

に
し
っ
か
り
意
見
書
と
し
て
提

出
す
べ
き
だ
と
思
う
。
ま
た
、

未
だ
改
ざ
ん
の
原
因
究
明
は
さ

れ
て
お
ら
ず
、
本
当
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
文
言
を
載
せ
た
ま

ま
意
見
書
を
提
出
し
て
良
い
の

か
と
の
考
え
か
ら
、
継
続
審
査

を
要
望
す
る
。

継
続
審
査
と
す
る
こ
と
の
動
議

　
閉
会
中
に
お
け
る
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
の
動
議
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
採
決
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ

り
、
継
続
審
査
と
し
な
い
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
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核
兵
器
禁
止
条
約
が
２
０
１
７
年
７
月
に
国
連
会
議
で
国

連
加
盟
国
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
１
２
２
カ
国
の
賛
成
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
核
兵
器
は
人
類
と
相
い
れ
な
い
非
人
道
的

兵
器
と
し
て
法
的
に
禁
止
さ
れ
、
史
上
初
め
て
核
兵
器
の
な

い
世
界
へ
と
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
核
兵
器
禁
止
条
約

第
１
条
は
、条
約
締
結
国
は
核
兵
器
の
「
開
発
、実
験
、生
産
、

製
造
、
取
得
、
保
有
、
貯
蔵｣

、
さ
ら
に
核
兵
器
を｢

使
用
す

る
こ
と
」
や
「
使
用
す
る
と
の
威
嚇
」
を
禁
止
し
、｢

自
国
の

領
域
ま
た
は
自
国
の
管
轄
も
し
く
は
管
理
の
下
に
あ
る
場
所

で
核
兵
器
を
配
置
、
設
置
ま
た
は
配
備
す
る
こ
と
」
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
条
約
第
４
条
で
は
、
核
兵
器
の
全
面

的
な
廃
絶
に
向
け
た
枠
組
み
が
明
確
に
さ
れ
、
核
保
有
国
が

条
約
に
参
加
す
る
道
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
条
約
採
択
後
の
９
月
20
日
か
ら
国
連
で
条
約
署
名
が
始
ま

り
、
今
日
ま
で
58
カ
国
が
署
名
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
10

日
に
は
、
２
０
１
７
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
、
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵
器
廃
絶

国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン(

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ)

」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
平
和
宣
言
」
や
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
は
、
日

本
の
自
治
体
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
の
約
１
６
０
０
自
治
体
で
宣

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
望
む
国
内
外

の
広
範
な
世
論
に
応
え
、
核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
知
る
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
日
本
と
し
て
、
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
署
名
し
、
国
会
で
批
准
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提

出
し
ま
す
。

平
成
30
年
６
月
14
日

山
形
県
寒
河
江
市
議
会
議
長　
内　
藤　
　
　
明 

提
出
先
／
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
衆
議
院
議
長
、

　
　
　
　
参
議
院
議
長

核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政
府
の
署
名
と
批
准
を

求
め
る
意
見
書

　
大
阪
府
の
学
校
法
人
森
友
学
園
が
、
私
立
小
学
校
を
開
設

す
る
た
め
に
近
畿
財
務
局
か
ら
特
例
で
土
地
を
借
入
れ
、
ご

み
処
理
費
用
を
過
大
に
計
算
さ
せ
て
、
破
格
の
安
値
で
国
有

地
を
手
に
入
れ
て
い
た
疑
惑
は
、
財
務
省
の
決
裁
（
公
）
文

書
の
改
ざ
ん
発
覚
で
、
行
政
の
信
頼
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し

て
い
ま
す
。
昨
年
の
２
月
、
安
倍
首
相
は
「
私
や
妻
が
関
係

し
て
い
た
な
ら
首
相
も
国
会
議
員
も
辞
め
る
」
と
言
明
し
た

が
、
首
相
夫
人
が
学
園
で
講
演
を
行
っ
た
こ
と
や
土
地
を
視

察
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
い
い
土
地
で
す
か
ら
、
前
に
進
め

て
く
だ
さ
い
」
と
発
言
し
た
こ
と
が
改
ざ
ん
前
の
文
書
に
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
を
め
ぐ
っ
て
は
、
昨
年
５
月

に
問
題
視
さ
れ
た
が
、
国
家
戦
略
特
区
を
担
当
す
る
内
閣
府

や
萩
生
田
光
一
官
房
副
長
官
（
当
時
）
が
獣
医
学
部
の
早
期

開
学
を
文
部
科
学
省
に
促
し
た
と
さ
れ
る
文
書
が
明
ら
か
と

な
り
、
今
年
４
月
、
愛
媛
県
や
今
治
市
、
加
計
学
園
幹
部
が

２
０
１
５
年
４
月
に
首
相
秘
書
官
の
柳
瀬
唯
夫
首
相
秘
書
官

(

当
時)

と
面
会
し
た
際
、
秘
書
官
が
「
本
件
は
首
相
案
件
」

｢

国
家
戦
略
特
区
の
方
が
勢
い
が
あ
る｣

と
述
べ
た
と
記
さ
れ

た
同
県
の
記
録
文
書
の
存
在
が
発
覚
し
ま
し
た
。
安
倍
首
相

は
「
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
計
画
を
知
っ
た
の
は
２
０

１
７
年
１
月
20
日
」
と
国
会
で
答
弁
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
真
相
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
５
月
７
日
、｢

行
政
に
対
す
る
信
頼
を
揺
る
が
す
事
態
と
な

っ
て
い
る
。
う
み
を
出
し
切
っ
て
組
織
の
根
本
か
ら
立
て
直

し
て
い
く
」
と
安
倍
首
相
は
述
べ
ま
し
た
。
な
ら
ば
、
な
お

さ
ら
の
こ
と
、｢
森
友
学
園｣

、｢

加
計
学
園
」
疑
惑
の
速
や
か

な
真
相
究
明
と
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を

求
め
ま
す
。 

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提

出
し
ま
す
。 

平
成
30
年
６
月
14
日 

山
形
県
寒
河
江
市
議
会
議
長　
内　
藤　
　
　
明 

提
出
先
／
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
衆
議
院
議
長
、

　
　
　
　
参
議
院
議
長

「
森
友
学
園｣

、｢

加
計
学
園
」
疑
惑
の
速
や
か
な
真
相
究
明
と

国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る
意
見
書 

　
先
の
通
常
国
会
で
主
要
農
作
物
種
子
法
（
種
子
法
）
廃
止

法
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
種
子
法
は
、
国
や
都
道
府
県
の
種
子
に
対
す
る
公
的
役
割

を
明
確
に
し
た
世
界
に
誇
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
同
法
の
も

と
で
、
稲
・
麦
・
大
豆
の
原
種
・
原
原
種
の
生
産
、
優
良
品

種
（
奨
励
品
種
）
指
定
の
た
め
の
検
査
な
ど
を
義
務
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
都
道
府
県
と
農
業
協
同
組
合
が
協
力
し
、
地

域
に
あ
っ
た
優
良
銘
柄
を
多
く
開
発
し
、
安
価
に
販
売
す
る

な
ど
、
農
民
の
生
産
・
販
売
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

　
主
要
農
作
物
種
子
法
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
種
子
法
に
基
づ
い
た
試
験
場
等
の
と
り
く
み
が
後
退

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
予
算
措
置
の
確
保
等
、
万
全
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
種
子
法
の
廃
止
で
、

地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
「
種
子
」
を
民
間
企
業
に
委
ね
た

場
合
、
改
良
さ
れ
た
新
品
種
に
特
許
が
か
け
ら
れ
、
農
家
は

特
許
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
種
子
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
強

く
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
糧
自
給
率
の
さ
ら
な
る
低
下
が

不
安
視
さ
れ
る
な
か
、
農
家
の
生
産
意
欲
と
品
質
向
上
へ
の

努
力
に
大
き
な
役
割
を
担
う
「
種
子
」
の
安
定
確
保
は
、
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。 

　
以
上
の
趣
旨
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
も
と

づ
く
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

１　
試
験
場
等
の
と
り
く
み
が
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

　
予
算
措
置
等
の
確
保
を
行
う
こ
と
。 

２　
地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
「
種
子
」
を
民
間
に
委
ね
る

　
こ
と
の
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

平
成
30
年
６
月
14
日

山
形
県
寒
河
江
市
議
会
議
長  

内　
藤　
　
　
明

提
出
先
／
内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

　
　
　
　
参
議
院
議
長 

種
子
法
廃
止
に
伴
う

　
万
全
の
対
策
を
求
め
る
意
見
書

意　見　書（抜粋）
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第１回臨時会、第２回定例会（６月定例会）の提出議案と採決結果
議案番号 議　案　名　等 採決結果

第
１
回
臨
時
会

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（寒河江市市税条例等の一部を改正する条
例） 承認(全会一致)

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（寒河江市都市計画税条例の一部を改正す
る条例） 承認(全会一致)

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて（寒河江市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例） 承認(全会一致)

承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（寒河江市交通指導員に関する条例の一部
を改正する条例） 承認(全会一致)

議第３６号
寒河江マザーズ支援拠点整備工事及び医療保育施設新築工事請負契約の締結につ
いて
　事後審査型条件付一般競争入札により市内の業者と８億5,860万円で締結。

可決(全会一致)

第
２
回
定
例
会

人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めることについて 同意(全会一致)

議会案第２号 寒河江市議会基本条例の一部改正について 可決(全会一致)

議第３７号
平成３０年度寒河江市一般会計補正予算（第２号）
　寒河江マザーズ支援拠点整備事業の融雪設備導入工事の工事請負費等
　1,266万２千円を追加。

可決(全会一致)

議第３８号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 可決(全会一致)

議第３９号 寒河江市都市公園条例の一部改正について 可決(全会一致)

議第４０号 市道路線の認定について 可決(全会一致)

議第４１号 寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結について
　随意契約により都内の業者と３億6,765万円で締結。 可決(全会一致)

議第４２号 寒河江市先端設備等導入促進基本計画に基づく固定資産税課税標準の特例措置に
関する条例の制定について 可決(全会一致)

請願第１号 核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書の提出に関する請願 採択(全会一致)

請願第２号 政府に対して「森友学園」、｢加計学園」疑惑の速やかな真相究明と国民に対す
る説明責任を果たすよう求める意見書の提出に関する請願 採択(賛否表参照)

請願第３号 種子法廃止に伴う万全の対策を求める請願 採択(全会一致)

議会案第３号 核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書の提出について 可決(全会一致)

議会案第４号 「森友学園」、｢加計学園」疑惑の速やかな真相究明と国民に対する説明責任を
果たすよう求める意見書の提出について 可決(賛否表参照)

議会案第５号 種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書の提出について 可決(全会一致)

賛　否　表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）
議席番号　
議員氏名　

　議　案　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
議
決
結
果

内
藤　
　
明

古
沢　
清
志

佐
藤　
耕
治

渡
邉　
賢
一

伊
藤　
正
彦

遠
藤
智
与
子

太
田　
芳
彦

石
山　
　
忠

阿
部　
　
清

沖
津　
一
博

國
井　
輝
明

辻　
登
代
子

杉
沼　
孝
司

工
藤　
吉
雄

木
村
寿
太
郎

柏
倉　
信
一

請願第２号 ※ 退 退 ◯ 退 ◯ ◯ ◯ 退 ◯ 退 ◯ 退 ◯ 退 ◯ 採択

議会案第４号 ※ 退 退 ◯ 退 ◯ ◯ ◯ 退 ◯ 退 ◯ 退 ◯ 退 ◯ 可決

○は賛成、退は退席、※議長は採決に加わらない。
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緊
急
時
の
対
応
等
で
保
護
者
は
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
を
求
め
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
利
用
の
費
用
は
父
母
と
教
師

の
会
の
会
費
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
た

め
、
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
市
で
予

算
措
置
し
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
長　
市
全
体
で
同
一
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
は
課
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
受

信
料
金
の
発
生
や
、
個
人
情
報
流
出
の

懸
念
、
学
校
で
緊
急
情
報
を
ど
の
時
間

帯
で
も
迅
速
に
送
信
で
き
る
体
制
が
構

築
で
き
る
か
、
非
常
災
害
の
被
害
が
特

定
エ
リ
ア
の
場
合
、
臨
時
休
校
等
の
情

報
を
全
て
の
保
護
者
に
配
信
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
な
ど
で
す
。
同
一
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
つ
い
て
は
課
題
に
対
す
る

慎
重
な
検
討
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
十

分
な
準
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

学
力
向
上
に
向
け
て

　
電
子
黒
板
を
活
用
し
て
行
う
授
業
は
、

非
常
に
有
効
的
で
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ

　
県
は
今
秋
、
山
形
Ｃ
12
号
の
苗
木
７

千
本
を
生
産
者
へ
販
売
す
る
と
発
表
し

た
。
県
の
考
え
方
と
し
て
、
佐
藤
錦
の

切
り
替
え
品
種
と
し
て
の
導
入
を
図
る

と
あ
っ
た
。

①
栽
培
面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
紅

秀
峰
と
、
同
じ
本
市
生
ま
れ
の
山
形
Ｃ

12
号
に
お
け
る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

②
本
市
で
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て
い
く

う
え
で
、
苗
木
の
販
売
条
件
や
方
法
を

ど
の
よ
う
に
予
定
し
て
い
る
の
か
。

③
今
年
度
の
本
市
に
お
け
る
導
入
本
数

や
導
入
予
定
面
積
、
そ
れ
に
係
る
生
産

者
支
援
策
は
。

④
県
は
「
山
形
さ
く
ら
ん
ぼ
」
を
Ｇ
Ｉ

登
録
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
と
聞
く
。

こ
の
際
「
寒
河
江
市
生
ま
れ
の
さ
く
ら

ん
ぼ
」
を
銘
打
っ
て
の
売
り
込
み
を
実

行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
①
ま
ず
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
た
下
地
づ
く
り
と
し
て
、
生
産
者
、

栽
培
面
積
及
び
生
産
量
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る

が
出
て
い
る
。
本
市
で
も
順
次
各
学
級

に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
電
子
黒
板
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど

の
活
用
、
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
、
視

覚
的
効
果
を
ね
ら
い
と
し
た
書
画
カ
メ

ラ
の
活
用
な
ど
意
欲
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
他
の
生
徒
の
意
見
を
画

面
上
で
紹
介
し
、
全
体
で
様
々
な
意
見

を
共
有
す
る
こ
と
で
意
見
を
広
げ
た
り
、

グ
ル
ー
プ
学
習
等
の
場
面
で
考
え
を
比

較
し
、
深
め
た
り
す
る
な
ど
、
効
果
的

な
活
用
も
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
、
電

子
黒
板
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
更
な
る
充

実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
苗
木
の
販
売
方
法
に
つ
い
て
は
、
県

に
お
い
て
一
部
公
表
さ
れ
て
い
る
の
み

で
す
。
今
後
も
、
情
報
収
集
に
努
め
、

生
産
者
の
皆
様
が
適
正
な
判
断
が
で
き

る
よ
う
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
導
入
本
数
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
不
明
で
す
が
、
で
き
る
だ
け

多
く
配
分
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
紅
秀
峰
と
同
様
の
苗
木
導
入
と

改
植
費
用
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
が
、
導
入
本
数
が
分
か
っ
た
段

階
で
新
た
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

④
県
の
園
芸
試
験
場
が
本
市
内
に
あ
る

地
の
利
を
活
か
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

県
外
、
世
界
へ
売
り
出
す
こ
と
も
視
野

に
、
生
産
者
や
農
業
団
体
と
知
恵
を
絞

り
、
技
術
を
磨
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
連
絡
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
導
入
を

さ
く
ら
ん
ぼ
大
玉
新
品
種

「
山
形
Ｃ
12
号
」
の
生
産
推
進
を

工
藤
　
吉
雄

　
　
　
議
員

学力向上に有効な電子黒板

500円玉と同程度の大きさの
さくらんぼ新品種｢山形Ｃ12号｣

國
井
　
輝
明

　
　
　
議
員
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市
民
団
体
よ
り
「
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
と
批
准

を
求
め
る
請
願
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。

①
１
９
８
４
年
（
昭
和
59
年
）
に
制
定

さ
れ
た
本
市
の
平
和
都
市
宣
言
（
市
民

の
し
あ
わ
せ
な
く
ら
し
と
永
久
の
平
和

を
守
る
た
め
に
す
べ
て
の
ひ
と
び
と
と

と
も
に
非
核
三
原
則
を
堅
持
し
核
兵
器

の
廃
絶
を
求
め
た
全
市
民
の
か
た
い
誓

い
）
の
理
念
を
具
体
的
に
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
市
民
平
和
祈
念
式
典

や
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。
全
国
平
和
首
長
会
議
の
一
員
で
あ

①
国
民
年
金
だ
け
で
暮
ら
す
夫
婦
の
ど

ち
ら
か
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
生
活
状

況
は
、
ど
う
な
る
と
思
わ
れ
る
か
。

②
朝
日
町
議
会
で
は
、
意
見
書
と
し
て

｢

国
民
年
金
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者

ま
た
は
受
給
の
有
資
格
者
が
亡
く
な
っ

た
時
、
そ
の
年
金
額
の
半
分
以
上
を
遺

族
と
な
っ
た
65
歳
以
上
の
配
偶
者
に
遺

族
年
金
と
し
て
給
付
す
る
制
度
を
新
設

す
る
こ
と
」
と
し
て
国
に
提
出
し
て
い

る
が
、
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

市
長　
①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
、
遺
族
基
礎
年
金
の
給
付
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
一
人
分
の
年
金
で
生

活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
生
活

る
市
長
に
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
が
、

所
見
を
伺
う
。

②
子
ど
も
た
ち
の
広
島
・
長
崎
・
沖
縄

派
遣
に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
が
行
っ

て
い
る
先
進
事
例
を
参
考
に
、
本
市
の

小
中
学
生
を
対
象
に
独
自
の
事
業
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

市
長　
①
本
市
で
は
、
市
民
の
平
和
と

安
全
の
確
保
を
第
一
に
市
政
運
営
が
行

わ
れ
、
平
和
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て

も
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
実
施
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
ご
提
案
の
市
民
平
和

祈
念
式
典
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
よ
り
多

く
の
方
へ
平
和
へ
の
思
い
を
届
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
実

施
体
制
が
望
ま
し
い
か
も
含
め
て
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長　
②
市
内
小
中
学
校
で
は
、
国

語
科
や
社
会
科
の
授
業
で
戦
争
や
そ
の

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
平
和
を
守
り
尊
重

す
る
意
識
を
し
っ
か
り
と
醸
成
し
て
い

ま
す
。
感
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
が
現

地
に
赴
き
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
見

る
こ
と
は
平
和
へ
の
理
解
を
深
め
、
心

に
刻
む
上
で
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

他
自
治
体
の
先
進
事
例
や
学
校
の
ニ
ー

ズ
を
総
合
的
に
考
え
、
引
き
続
き
研
究

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
見
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
朝
日
町
議
会
の
意
見
書
に
つ
き
ま
し

て
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
理
解
さ

れ
る
こ
と
で
、
制
度
の
改
正
や
社
会
全

体
の
改
善
に
向
か
っ
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
。
本
市
と
し
て
も
県
内
の
状
況
を

見
な
が
ら
研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寒
河
江
の
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
り
良
い
保
育
環
境
を
！

①
現
在
指
定
管
理
の
３
つ
の
保
育
所
を

民
間
立
に
移
行
す
る
理
由
は
。

②
老
朽
化
し
た
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
、

市
内
全
域
の
計
画
的
な
保
育
整
備
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

市
長　
①
指
定
管
理
の
み
な
み
、
し
ば

は
し
、
に
し
ね
保
育
所
は
、
老
朽
化
の

た
め
建
て
替
え
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

建
て
替
え
時
に
民
間
立
に
す
る
こ
と
に

よ
り
国
の
補
助
が
受
け
ら
れ
、
ま
た
、

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
や

か
に
対
応
で
き
る
た
め
、
民
間
活
力
を

導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

②
老
朽
化
し
た
市
立
保
育
所
の
建
て
替

え
は
、
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
や
保
育
所
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
今

後
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
未
来
を

一
人
に
な
っ
て
も
暮
ら
し
て
い
け
る

国
民
年
金
制
度
を
！

渡
邉
　
賢
一

　
　
　
議
員

国民年金の適正化を

沖縄県糸満市にある「山形の塔」
（沖縄県や海外で亡くなられた本県出身の方々の
　御霊が祀られている）　　　　　　　　　　　

遠
藤
智
与
子

　
　
　
議
員
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①
今
年
度
設
置
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
除
雪

車
に
よ
り
、
独
居
高
齢
者
や
介
護
者
へ

の
き
め
細
か
な
除
雪
を
行
っ
た
が
、
市

民
か
ら
要
望
の
高
い
「
間
口
除
雪
」
へ

の
効
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

②
陵
西
学
区
は
市
内
で
も
一
番
の
豪
雪

地
帯
で
あ
り
、
八
鍬
河
川
敷
の
排
雪
場

所
は
入
口
が
狭
隘
で
あ
る
た
め
渋
滞
と

な
る
。
こ
れ
を
改
善
で
き
な
い
か
。

市
長　
①
除
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
り
、
間
口
除
雪
対
象
者
か
ら
は
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
間
口
除
雪
に
は
作
業

に
時
間
を
要
し
、
対
象
者
を
拡
大
し
た

　
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
担
い

手
不
足
で
は
あ
る
が
、
基
幹
産
業
と
し

て
の
さ
く
ら
ん
ぼ
栽
培
の
取
り
組
み
強

化
と
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
促
進
、
チ
ェ
リ

ー
ラ
ン
ド
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

つ
い
て
伺
う
。

①
将
来
に
お
け
る
さ
く
ら
ん
ぼ
の
重
点

品
種
を
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
紅
秀
峰
の
ハ
ウ
ス
の
建
設
費
を
補
助

対
象
に
す
る
こ
と
で
、
生
産
拡
大
が
図

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

③
山
形
Ｃ
12
号
の
生
産
振
興
の
方
向
性

を
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

④
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
新
た
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
施
設
で
周
年
鑑
賞
で

き
る
さ
く
ら
ん
ぼ
が
あ
れ
ば
、
誘
客
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
①
品
質
の
面
で
消
費
者
か
ら
高

い
評
価
を
得
ら
れ
、
生
産
者
の
栽
培
意

欲
を
満
た
す
魅
力
あ
る
品
種
が
、
農
業

の
発
展
に
つ
な
が
る
重
点
品
種
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
食
味
が
良
く
、
本
市
に

立
地
す
る
県
の
園
芸
試
験
場
で
生
ま
れ

場
合
、
出
勤
前
ま
で
の
除
雪
終
了
が
困

難
と
な
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
に
向
け
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
現
在
の
雪
捨
て
場
を
利
用
し
や
す
く

す
る
方
法
は
な
い
か
、
ま
た
、
新
た
に

利
用
可
能
な
場
所
が
な
い
か
協
議
を
重

ね
、
協
力
要
請
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
学
校
運
動
部
部
活
動
に
つ
い
て

①
こ
の
７
月
か
ら
市
内
３
中
学
校
へ
部

活
動
指
導
員
が
配
置
さ
れ
る
が
、
顧
問

教
職
員
と
の
役
割
分
担
・
位
置
付
け
な

ど
に
つ
い
て
伺
う
。

②
少
子
化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、
部
活
動

も
大
き
な
転
換
期
で
あ
る
が
、
今
後
の

中
学
生
の
部
活
動
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

教
育
長　
①
部
活
動
指
導
員
は
大
会
引

率
や
顧
問
不
在
で
の
指
導
も
可
能
で
あ

り
、
技
術
的
な
指
導
の
み
な
ら
ず
、
生

徒
の
心
身
の
問
題
に
も
寄
り
添
い
、
顧

問
等
と
連
携
し
、
部
活
動
指
導
の
効
果

的
運
営
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

②
今
後
の
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
顧
問
・
コ
ー
チ
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
指
導
者
、
保
護
者
や
地
域
住

民
な
ど
も
含
め
、
幅
広
く
丁
寧
に
議
論

し
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

た
紅
秀
峰
は
、
農
業
振
興
の
柱
と
な
る

品
種
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
生
産
拡
大
に
は
、
販
売
単
価
を
高
く

し
、
生
産
者
の
栽
培
意
欲
を
高
め
る
こ

と
が
第
一
で
す
。
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
整
備

補
助
は
、
生
産
者
自
身
の
組
立
・
設
置

が
前
提
の
制
度
で
す
の
で
、
委
託
し
た

場
合
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
制
度
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
山
形
Ｃ
12
号
が
、
生
産
者
が
納
得
す

る
品
種
で
あ
る
か
を
見
極
め
、
時
機
を

失
す
る
こ
と
な
く
、
取
り
組
み
の
方
向

性
を
迅
速
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④
通
年
で
さ
く
ら
ん
ぼ
が
鑑
賞
で
き
れ

ば
、
大
き
な
話
題
と
な
り
、
観
光
客
の

誘
客
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
再
整
備
計
画
策
定
の

中
で
検
討
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

除
雪
対
策
全
般
に
つ
い
て

さ
く
ら
ん
ぼ
振
興
に
向
け
て

木
村
寿
太
郎

　
　
　
議
員

佐
藤
　
耕
治

　
　
　
議
員

計画的・効果的な除雪で交通と生活
環境を確保　　　　　　　　　　　

一粒一粒ていねいに箱詰めされたさくらんぼ
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議

会

日

誌

　
４
月

22
日　
市
消
防
団
春
季
消
防
演
習

24
日　

�

議
会
運
営
委
員
会
、
寒
政
・
公
明
ク
ラ
ブ

行
政
視
察(

管
内)

26
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

27
日　

�

第
１
回
臨
時
会
、
議
会
改
革
・
活
性
化
検

討
委
員
会
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
検
討
会
、
除
雪

に
関
す
る
要
望
内
容
検
討
会
、
総
務
産
業

常
任
委
員
会
協
議
会

28
日　

�

第
63
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会
「
寒

河
江
西
村
山
チ
ー
ム
」
の
応
援

　
５
月

１
日　

�

西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
運
営
委

員
会

７
日　
議
会
報
告
会(

～
10
日)

2０
日　
市
消
防
団
水
防
隊
水
防
工
法
訓
練

21
日　

�

全
員
協
議
会
、
議
員
懇
談
会
、
森
林
・
林

業
・
林
産
業
活
性
化
推
進
寒
河
江
市
議
会

議
員
連
盟
役
員
会
及
び
定
期
総
会
、
寒
河

江
市
ス
ポ
ー
ツ
議
員
連
盟
役
員
会
及
び
総

会
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
会
、
総
務
産
業
常

任
委
員
会
協
議
会
、
議
会
改
革
・
活
性
化

検
討
委
員
会
、
西
村
山
地
方
議
長
協
議
会

定
期
総
会

24
日　
議
会
運
営
委
員
会

29
日　

�

第
２
回
定
例
会(

～
６
月
14
日)

、
議
員

懇
談
会
、
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

30
日　
第
94
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
６
月

４
日　
議
会
運
営
委
員
会

５
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

13
日　

�

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
協

議
会

14
日　

�

議
員
懇
談
会
、
議
会
改
革
・
活
性
化
検
討

委
員
会

21
日　
東
京
都
板
橋
区
議
会
行
政
視
察
団
来
寒

22
日　
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

26
日　
西
村
山
地
方
議
長
協
議
会
議
員
研
修
会

27
日　

�

西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
運
営
委

員
会
、
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

28
日　

�

姉
妹
都
市
寒
川
町
議
会
議
員
親
善
訪
問

　
　
　

(

～
29
日)

　
７
月

２
日　
栃
木
県
さ
く
ら
市
議
会
行
政
視
察
団
来
寒

３
日　
寒
政
・
公
明
ク
ラ
ブ
行
政
視
察

６
日　

�

西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
第
２
回
臨
時
会

９
日　

�

総
務
産
業
常
任
委
員
会
行
政
視
察(

～
11
日)

11
日　

�

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
管
内
視
察

17
日　

�

寒
政
・
公
明
ク
ラ
ブ
行
政
視
察
（
～
19
日
）、

無
会
派
行
政
視
察
（
～
１９
日
）

20
日　

�

議
員
懇
談
会
、
市
ス
ポ
ー
ツ
議
員
連
盟
第

１
回
役
員
会

４月21日～
７月20日　

建物が八角形で特徴的な新なか保育所

　
議
会
に
示
さ
れ
た
新
設
さ
れ
る
「
な

か
保
育
所
」
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
外
見

か
ら
も
個
性
の
強
い
施
設
の
よ
う
だ
が
、

建
物
の
特
徴
と
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
い
た
い
。

市
長　
新
な
か
保
育
所
は
、
地
域
産
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
木
造
二
階
建
て

で
、
八
角
形
の
特
徴
的
な
建
物
で
す
。

八
角
形
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
敷
地
の

有
効
利
用
、
効
率
的
な
日
照
と
集
中
的

な
動
線
確
保
等
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

木
材
使
用
に
よ
り
、
環
境
に
優
し
く
温

も
り
と
木
の
香
り
が
あ
ふ
れ
る
空
間
と

な
り
ま
す
。
園
庭
に
は
、
築
山
や
遊
具
、

畑
等
の
ほ
か
、
ゼ
ロ
歳
・
一
歳
児
専
用

の
庭
を
設
け
、
年
齢
ご
と
に
楽
し
め
る

環
境
を
作
り
ま
す
。
駐
車
場
は
、
地
下

水
を
利
用
し
た
無
散
水
融
雪
設
備
を
導

入
し
て
環
境
に
配
慮
し
ま
す
。

太
陽
光
に
補
助
金
新
設

　
こ
の
た
び
新
設
さ
れ
た
、
太
陽
光
発

電
の
補
助
金
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。
太
陽
光
発
電
の
補
助
金
は
太
陽

光
発
電
と
蓄
電
設
備
を
合
わ
せ
て
設
置

し
た
場
合
に
限
り
、
蓄
電
設
備
に
も
補

助
金
が
該
当
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
災

害
時
に
お
け
る
有
効
活
用
・
現
在
の
シ

ス
テ
ム
の
普
及
率
等
を
考
慮
し
、
蓄
電

設
備
単
独
で
も
補
助
金
の
対
象
と
す
べ

き
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

市
長　
現
在
、
発
電
設
備
導
入
に
当
た

っ
て
の
制
度
の
概
要
や
具
体
例
な
ど
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
報
や
チ
ラ
シ
配
布
等
で
よ
り

一
層
の
周
知
を
図
り
、
普
及
促
進
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
既
設
の
太

陽
光
発
電
設
備
に
設
置
す
る
単
独
の
蓄

電
設
備
に
つ
い
て
も
、
今
後
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

な
か
保
育
所
に
小
児
科
併
設

柏
倉
　
信
一

　
　
　
議
員

　市議会では、議員の調査研究等の活動充実を図る
ため、必要な経費の一部として交付される政務活動
費について、市民に開かれた議会を目指し、平成28
年度分から領収書を添付した収支状況を市議会ホー
ムページで公開しています。
　閲覧は、市議会ホームペ
ージ下部にある｢議会改革｣
枠内の「政務活動費」をク
リックしてください。

平成29年度　政務活動費収支状況
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議会基本条例達成状況検証結果

平成25年５月から平成29年４月までの
４年分を７人で構成された

議会改革・活性化検討委員会で検証しました
　
市
議
会
で
は
、
平
成
25
年
３

月
に
寒
河
江
市
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
、
市
民
の
負
託
に
応

え
る
た
め
、
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
、
市
民
参
加
を
推
進
す
る

議
会
及
び
市
民
に
身
近
で
信
頼

さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
議
会
の
情
報
公
開

や
議
員
定
数
の
見
直
し
、
一
般

質
問
で
の
一
問
一
答
方
式
の
導

入
、
議
会
報
告
会
開
催
等
の
議

会
改
革
を
実
施
。
議
会
運
営
の

効
率
化
と
議
会
活
動
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
条
例
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
４
年
経
過
し
た
こ
と

に
伴
い
、
市
民
の
要
望
や
議
会

運
営
に
お
け
る
環
境
等
が
変
化
。

こ
の
た
め
、
本
条
例
の
再
検
証

が
必
要
と
考
え
、
本
条
例
第
23

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
条
例

の
達
成
状
況
及
び
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。 

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
議
会

基
本
条
例
達
成
状
況
検
証
結
果
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議会基本条例達成状況検証実施スケジュール
【
平
成
29
年
11
月
９
日
】

全
員
協
議
会
に
実
施
要
領
（
案
）
提
出
及
び
実
施
要
領
決
定

【
11
月
21
日
】

①
前
文
、
第
１
章
（
第
１
条
、
第
２
条
）
及
び
第
２
章
（
第

　
３
条
か
ら
第
５
条
）
の
検
証

【
12
月
20
日
】

①
前
文
、
第
１
章
及
び
第
２
章
の
会
派
検
証
結
果
報
告

②�

第
３
章
（
第
６
条
）
及
び
第
４
章
（
第
７
条
か
ら
第
10
条
）

　
の
検
証

【
平
成
30
年
１
月
19
日
】

①
第
３
章
及
び
第
４
章
の
会
派
検
証
結
果
報
告

②
第
５
章
（
第
11
条
）
、
第
６
章
（
第
12
条
）
及
び
第
７
章

 

（
第
13
条
）
の
検
証

【
２
月
19
日
】

①
第
５
章
、
第
６
章
及
び
第
７
章
の
会
派
検
証
結
果
報
告

②
第
８
章
（
第
14
条
か
ら
第
17
条
）
及
び
第
９
章
（
第
18
条
、

　
第
19
条
）
の
検
証

【
３
月
19
日
】

①
第
８
章
及
び
第
９
章
の
会
派
検
証
結
果
報
告

②�

第
10
章
（
第
20
条
）
及
び
第
11
章
（
第
21
条
か
ら
第
24
条
）

の
検
証

③
議
会
基
本
条
例
検
証
結
果
の
会
派
等
で
の
確
認

【
４
月
６
日
】

会
派
等
で
の
議
会
基
本
条
例
検

証
結
果
確
認
報
告

【
４
月
27
日
】

議
会
基
本
条
例
検
証
結
果
報
告

書
（
案
）
に
つ
い
て

【
５
月
21
日
】

議
長
へ
議
会
基
本
条
例
検
証
結

果
報
告
書
を
提
出
及
び
全
員
協

議
会
で
議
会
基
本
条
例
検
証
結
果
報
告

議会改革・活性化検討委員会の柏倉
委員長が内藤議長へ議会基本条例達
成状況検証結果を提出
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【評価の結果】
Ａ：達　　成／概ねその目的を達成したもの
　　　　　　　　　　　　　　　→　34項目
Ｂ：一部達成／一部その目的を達成したもの
　　　　　　　　　　　　　　　→　１項目
Ｃ：未 達 成／目的を達成できなかったもの
　　　　　　　　　　　　　　　→　０項目
―：対 象 外／検証の対象外　　→　12項目

【評価後の取り組み】

議会基本条例達成状況検証結果（全47項目）

１：現　行／条文に従いこれまでどおり取り組む
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　30項目

２：検　討／達成に向けて今後の取り組みを検討
　　　　　　する　　　　　　　　　→　５項目

３：改　正／条文の改正を検討する　→　１項目

―：対象外／取り組みの対象外　　　→　11項目

章・条 項・号 本　　文 評　　価　　理　　由 評価 取組

前文 ― 　地方分権改革により、地方公共団体の自己決定と
責任の範囲が一層拡大するなか、地方公共団体の議
会の議員は、首長とともに、住民の直接選挙により
選出された市民の代表であるという二元代表制の一
翼を担う存在として、その果たすべき役割及び責務
がますます増大してきており、議会のあるべき姿と
しての責務と権限を再確認し、明確にすることが求
められている。
　このため、寒河江市議会(以下「議会」という。)
は、寒河江市民(以下「市民」という。)との協調の
下、市民を代表する合議制の機関として、積極的に
議会改革に取り組み、議会の使命を達成するため
に、議会及び寒河江市議会議員(以下「議員」とい
う。)の活動原則等を定めるとともに、公平性、公正
性及び透明性の確保、積極的な情報公開、政策提言
や政策立案に関する事項などをこの条例に定めるこ
とにより、市民に開かれた議会、市民参加を推進す
る議会及び市民に身近な信頼される議会を目指し、
寒河江市のまちづくりを推進する。
　よって、ここに議会が果たすべき役割と責務の重
さを深く自覚し、市民の負託に全力でこたえていく
ことを誓い、この条例を制定する。

　前文は、この条例の制定の背景、
理念、決意等を規定したものであり、
検証の対象外とする。

― ―

第１章
第１条

見出し
本文 

総則
（目的）
　この条例は、市政の情報公開と市民参加を原則と
した、地域主体の分権時代にふさわしい議会運営の
基本事項を定めることにより、市民が安心して生活
できる豊かなまちづくりの実現に寄与することを目
的とする。

　この条は、この条例の制定目的
を簡潔に示す目的規定であり、検
証の対象外とする。

― ―

第２条 見出し
本文

（定義）
　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義
は、当該各号に定めるところによる。

　この条は、条例の中で用いる用
語の意義を定める定義規定であり、
検証の対象外とする。 

※�第３号については、第10条の評
価理由と同様に改正のため、今
回の第２回定例会に議会案第２
号として改正案を提出し、可決
されました。

― ―

第１号 　市長等執行機関　寒河江市長（以下「市長」とい
う。）、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員及
び農業委員会をいう。

第２号 　政策等　市行政の各分野における基本的な方向を
定める計画、政策、施策及び事業をいう。

第３号 　基本構想　寒河江市の総合的かつ計画的な行政の
運営を図るための施策の構想を定めるものをいう。

議会基本条例達成状況検証結果
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章・条 項・号 本　　文 評　　価　　理　　由 評価 取組
第４号 　委員会　常任委員会、議会運営委員会及び特別委

員会をいう。
第２章
第３条

見出し
本文

議会及び議員の活動原則
（議会の活動原則）
　議会は、次の各号に掲げる原則に基づき活動する
ものとする。

　この条は、議会の活動原則を定
める規定であり、各号の原則に変
更がないため、検証の対象外とする。

― ―

第１号 　市民を代表する議決機関であることを常に自覚し、
公平性、公正性、透明性及び信頼性を重視して、市
政運営状況を監視及び評価すること。

第２号 　市民に開かれた議会を目指して積極的な情報公開
に取り組むとともに、市民に対し、議会の議決又は
運営について説明する責任を果たすこと。

第３号 　市民の意見を把握して市の政策形成に適切に反映
できるよう、市民参加の機会の拡充を図るととも
に、政策提言や政策立案の強化に努め、市民ととも
にまちづくり活動に取り組むこと。

第４号 　市民の関心を高める議会運営に努めること。
第５号 　市民に分かりやすい議会運営を行うために、常に

議会改革に努め、議会関係条例及び規則等の継続的
な見直しを行うこと。

第４条 見出し
本文

（議員の活動原則）
　議員は、次の各号に掲げる原則に基づき活動する
ものとする。

　本文については、議員の活動原
則を各号に規定するとする条文で
あるため、検証の対象外とする。

― ―

第１号 　議会が言論の府であること及び合議制の機関であ
ることを十分に認識し、議員間の自由な討論を尊重
すること。

　努力目標として、自由討議を増
やしていくべきでないか。

Ｂ ２

第２号 　市政全般について市民の意見、要望等を的確に把
握するとともに、自己の資質を高める不断の研さん
に努め、市民の代表としてふさわしい活動を行うこと。

　今後も努力を重ねていくべきだが、
おおむね活動していると思われる。

Ａ １

第３号 　議会の構成員として、一部団体及び地域の代表に
止まらず、市民全体の福祉の向上を目指して活動す
ること。

　今後も努力を重ねていくべきだが、
おおむね活動していると思われる。

Ａ １

第５条 見出し
第１項

（会派）
　議員は、議会活動を行うため、会派を結成するこ
とができる。

　第１項は、会派結成の根拠条文
であるため、検証の対象外とする。

― ―

第２項 　会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する
議員で構成し、活動するものとする。

　第２項は、会派の構成及び活動
を規定する条文であり、検証の対
象外とする。

― ―

第３項 　会派は、政策提言や政策立案を積極的に行うもの
とする。

　第３項は、会派の具体的な活動
を規定する条文であり、検証の対
象外とする。

― ―

第３章
第６条

見出し
第１項

市民と議会の関係
（市民参加及び市民との連携）
　議会は、市民に対し、議会の活動に関する情報を
積極的に公表し透明性を高めるとともに、説明責任
を十分に果たさなければならない。

　本会議のインターネット中継、
政務活動費のホームページ公開、
議会報告会開催など積極的に情報
の公表に努めている。今後も市民
への説明責任を果たせるよう取り
組んでいく。

Ａ １

第２項 　議会は、本会議のほか、すべて会議は原則公開と
し、市民が参加できる議会報告会、懇談会等を開催
するものとする。

　議会の会議は原則公開としており、
本会議のインターネット中継、議
会報告会等も実施している。今後
もより市民に開かれた議会を目指
し市民参加の場の創出に努めていく。

Ａ １
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章・条 項・号 本　　文 評　　価　　理　　由 評価 取組

第３項 　議会は、本会議及び委員会における公聴会制度及
び参考人制度を活用し、市民の専門的又は政策的識
見等を議会の討議に反映させるよう努めるものとする。

　公聴会制度及び参考人制度を活
用する案件がなくその機会がな
かったが、専門的又は政策的識見
等が必要な案件が生じた場合、こ
の制度を活用し、議会の討議に反
映できるよう努めていく。

Ａ ２

第４項 　議会は、請願及び陳情を市民による政策提案と位
置づけるとともに、その審議においては、提案者の
意見を聴く機会を設けるよう努めるものとする。

　議会に提出された請願書及び陳
情書により、これまでは十分な審
議が出来ていたが、より良い政策
提案を受けるため意見聴取が必要
な場合は、積極的にその機会を設
けていく。

Ａ ２

第５項 　議会は、市民との意見交換の場を多様に設け、議
会及び議員の政策立案能力を高めるとともに、政策
提案の拡大を図るものとする。

　議会報告会、各種団体との意見
交換会等を実施している。今後も
多様な意見交換の場を設け、政策
提案の拡大を図る。

Ａ １

第４章
第７条

見出し
第１項

議会と市長等との関係
（緊張感の保持）
　議員は、議会審議において、市長等執行機関の長
との緊張感の保持に努めなければならない。

　議会と市長等執行機関の長とは、
良い緊張感の中でこれまでも議論
を重ねてきている。今後もこの緊
張感を保ちつつ、慎重審議に取り
組んでいく。

Ａ １

第２項 　議会の一般質問は、広く市政上の論点及び争点を
明確にするため、一問一答の方式で行う。

　一般質問については、一問一答
方式により論点及び争点を整理し
実施している。今後も市民に分か
りやすい一般質問となるよう取り
組んでいく。

Ａ １

第３項 　議長は、市長等執行機関の長に対し、議員の質疑
又は質問の論点を整理するため反問を許可すること
ができる。

　市長等執行機関の長より反問権
の行使はなかったが、引き続きこ
の反問権を認め、より良い質疑と
なるよう努めていく。

Ａ １

第８条 見出し
第１項
本文

（市長による政策等の形成過程の説明）
　議会は、市長が提案する重要な政策等については、
政策水準の向上を図るため、市長等執行機関の長に
対して、次の各号に掲げる事項の説明に努めるよう
求めるものとする。

　市長による政策等の形成過程の
説明については、各号に定める項
目について市当局より説明を受け
ている。今後もさらに分かりやす
い説明を求めながら、政策水準の
向上を図っていく。 

Ａ １

第１号 　政策等を必要とする背景

第２号 　提案に至るまでの経緯

第３号 　市民参加の実施の有無及びその内容

第４号 　振興計画との整合性

第５号 　財源措置

第６号 　将来にわたる効果及び費用

第２項 　議会は、前項の政策等を審議するに当たっては、
立案及び執行における論点及び争点を明らかにする
とともに、執行後における政策評価に資する審議を
行うものとする。

　政策等の審議に当たっては、立
案及び執行における論点及び争点
を整理し審議を行ってきている。
今後さらに政策評価の審議の充実
に取り組んでいく。

Ａ １

第９条 見出し
本文 

（予算及び決算における政策説明資料の作成）
　議会は、市長が予算案及び決算を議会に提出する
に当たっては、前条第１項の規定に準じて、市長に
対し、分かりやすい政策説明資料の作成に努めるよ
う求めるものとする。

　予算及び決算における政策説明
資料は、市当局より議会に提出さ
れている。今後も分かりやすい資
料の作成を市当局に求め、政策水
準の向上を目指す。

Ａ １

議会基本条例達成状況検証結果
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章・条 項・号 本　　文 評　　価　　理　　由 評価 取組
第10条 見出し

本文
（地方自治法第96条第２項の議決事件）
　地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第２項
の規定に基づく議会の議決事件は、次の各号に掲げ
るとおりとし、計画的かつ市民の視点に立った透明
性の高い市政の運営に資するものとする。

　第10条第１号及び第２号に規定
する基本構想については、第６次
寒河江市振興計画から、これまで
の３層構造（基本構想・基本計画・
実施計画）から２層構造（基本計
画・行動計画）とする構成に改め
られ、基本構想が基本計画に包含
されたことから、基本構想単独で
の表記はなくなっている。よって、
基本構想を規定する同条第１号及
び第２号については、改正が必要
となる。
　なお、この条の検証については、
この条は、議会の議決事件を定め
る条文であるため、検証の対象外
とする。

※�第１号及び第２号の改正のため、
第２回定例会に議会案第２号と
して改正案を提出し、可決され
ました。

― ３

第１号 　基本構想
第２号 　基本構想に基づく基本計画
第３号 　市民憲章の制定又は改廃に関する事項
第４号 　各種の都市宣言の制定又は改廃に関する事項
第５号 　友好都市又は姉妹都市の提携、協定又は廃止に関

する事項
第６号 　市の木、市の花その他市の象徴となるものの制定

又は改廃に関する事項

第５章
第11条

見出し
第１項

自由討議の保障
（討論による合意形成）
　議会は、議員による討論の場であることを認識し、
議員相互間の討議を中心とした運営を行うものとする。

　討論を保障する議会運営が行わ
れており、概ね達成されているので、
今後も進めていく。

Ａ １

第２項 　議会は、本会議及び委員会において、議案の審議
及び審査にあたり結論を出す場合、議員相互間にお
いて、少数意見も尊重し、十分な討論を尽くして合
意形成に努めなければならない。

　少数意見も尊重し、今後とも議
会運営に努める。

Ａ １

第３項 　議員は、前２項による議員相互間の討議を深め、
政策、条例、意見書等の議案を積極的に提出するよ
う努めるものとする。

　議員発議がもっと活発に行われ
るよう今後も進めていく。

Ａ １

第６章
第12条

見出し
第１項

委員会活動
（委員会の適切な運営）
　議会は、行政課題等に迅速かつ的確に対応するた
め、委員会の専門性と特性を活かした適切な運営に
努めなければならない。

　適切な運営が行われている。 Ａ １

第２項 　委員会は、議員及び市民が自由に情報及び意見を
交換する懇談会等を積極的に行うものとする。

　概ね意見交換会も行われているが、
今後も積極的に進めていく。

Ａ １

第７章
第13条

見出し
第１項

政務活動費
（政務活動費）
　政務活動費の交付については、別に条例で定める。

　適正に執行されている。 ― ―

第２項 　会派及び議員は、政策提言及び政策立案を行うた
め、政務活動費を有効に活用するとともに、その使
途の透明性を確保しなければならない。

　政務活動費は有効に活用され、
使途については情報公開が適切に
行われている。

Ａ １

第８章
第14条

見出し
本文

議会及び議会事務局の体制整備
（議員研修の充実強化）
　議会は、議員の資質並びに政策形成及び立案能力
の向上を図るため、議員研修の充実強化に努めなけ
ればならない。

　議員研修は、議会としてその機
会をつくり、充実強化を図っており、
概ね達成されている。

Ａ １

第15条 見出し
本文

（議会事務局の体制整備）
　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上を図
るため、議会事務局の調査及び法務機能の充実強化
を図るよう努めるものとする。

　議会は、議会事務局の調査等機
能の充実強化に努めている。

Ａ １
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章・条 項・号 本　　文 評　　価　　理　　由 評価 取組
第16条 見出し

第１項
（議会図書室の公開、活用）
　議会図書室は、議員のみならず、何人もこれを利
用できるものとする。

　議会図書室は、誰もが利用でき
るようになっている。

Ａ １

第２項 　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上を図
るため、図書の充実に努めるものとする。

　法的な資料は整備されているも
のの、今後、将来の状況等を踏まえ、
検討していくものとする。

Ａ ２

第17条 見出し
第１項

（議会広報広聴の充実）
　議会は、議会活動及び市政に関する情報について、
議会独自の視点から、常に市民に対して公表するな
ど、情報の提供に努めなければならない。

　議会は公開されており、インター
ネット中継や、議会だより等で情
報提供を行っている。

Ａ １

第２項 　議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手
段を活用することにより、多くの市民が議会と市政
に関心を持つよう広報広聴活動の充実に努めなけれ
ばならない。

　議会における広報広聴活動は、
インターネット中継や議会報告会
等で充実が図られている。

Ａ １

第９章
第18条

見出し
本文

議員の身分
（議員の身分）
　議会は、議員の身分の保障について、議会制度を
維持するうえで重要な要素であるため、常に市民の
理解を得るよう努めなければならない。

　議会は、議員の身分の保障及び
活動内容等について、市民になお
一層理解を得られるよう努めるも
のとする。

Ａ ２

第19条 見出し
第１項

（議員定数及び議員報酬）
　議員定数及び議員報酬は、別に条例で定める。

― ― ―

第２項 　議員が提案する議員定数又は議員報酬の改正に当
たっては、行財政改革の視点及び他市との比較だけ
ではなく、市政の現状及び課題並びに将来の予測及
び展望を十分に考慮するとともに、市民の意見を聴
取するため、公聴会制度、参考人制度等を十分に活
用するものとする。

　改正に当たっては、各地区で意
見交換会等を開催し、市民の意見
を聴取しているが、現況や将来の
状況等を踏まえ、今後も進めていく。

Ａ １

第10章
第20条

見出し
第１項

議員の政治倫理
（議員の政治倫理）
　議員の政治倫理は、別に条例で定める。

　別に条例で定めている。 Ａ １

第２項 　議員は、市民全体の代表者として高い倫理性を常
に自覚するとともに、法令を遵守し、品位の保持に
努めなければならない。

― Ａ １

第11章
第21条

見出し
第１項

最高規範性と見直し手続
（最高規範性）
　この条例は、議会における最高規範であって、議
会は、この条例の趣旨に反する議会関係条例及び規
則等を制定してはならない。

― Ａ １

第２項 　議会は、議員にこの条例の理念を浸透させるため、
一般選挙を経た任期開始後速やかに、この条例に関
する研修を行わなければならない。

― Ａ １

第22条 見出し
本文

（議会及び議員の責務）
　議会及び議員は、この条例の理念及び原則並びに
これらに基づいて制定される議会関係条例等を遵守
して議会を運営し、もって市民を代表する合議制の
機関として、市民に対する責任を果たさなければな
らない。

　議会関係条例等を遵守している。 Ａ １

第23条 見出し
第１項

（見直し手続）
　議会は、必要に応じて、この条例の目的が達成さ
れているかどうかを検証するものとする。

― Ａ １

第２項 　議会は、前項の検証の結果、議会関係条例及び規
則等の改正が必要と認められる場合は、適切な措置
を講じるものとする。

― Ａ １

第24条 見出し
本文

（委任）
　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に
関し必要な事項は、議長が別に定める。

― ― ―

議会基本条例達成状況検証結果
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何
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何
度
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も
来
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う
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に

は
、
本
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辺
に
お
土
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、
お

休
み
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が
ほ
し
い
ん
で
す
。
そ

こ
で
提
案
で
す
が
、
本
堂
近
く

の
国
指
定
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跡
区
域
か
ら
外
れ

た
場
所
を
市
民
に
周
知
す
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こ

と
に
よ
っ
て
、
起
業
す
る
人
が

出
て
く
る
よ
う
願
い
ま
す
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慈
恩
寺

那な

す須
　
孝た
か
よ
し可

さ
ん

９月定例会の日程（予定）
８月30日(木)　本会議(議案上程、説明)
９月３日(月)　本会議(一般質問)
　　５日(水)　本会議(一般質問)
　　６日(木)　�本会議(質疑)、決算・予算特別委員会
　　７日(金)　委員会・分科会(総務産業)
　　10日(月)　各委員会・分科会(総務産業、厚生文教)
　　11日(火)　各委員会・分科会(総務産業、厚生文教)
　　12日(水)　委員会・分科会(厚生文教)
　　19日(水)　決算・予算特別委員会、本会議(採決)

※いずれも９時30分から開会します。
※�日程は変更になる場合がありますので、
　議会事務局(☎86-2111)にお問い合わせ
　ください。

■議会の傍聴においでください
　本会議を傍聴する際には、受付簿
に住所氏名を記入の上、議場にお入
りください。
　議会の会議は原則公開です。

■�９月定例会の請願・陳情の締め切りは、
８月24日(金)の正午までです。

■
発
行
　
寒
河
江
市
議
会
　
■
編
集
　
さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　

■
印
刷
　
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社
　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

中
河
原
町
会

安あ
だ
ち達

　
正ま
さ
ひ
ろ博

さ
ん

中河原町内を熱い声援を受けながら走り抜ける
ツール・ド・さくらんぼの参加選手


